
消防職員が 申込みしませんか？

住宅火災による死者をなくすため、高齢者のご自宅に消防職員が伺
い、家庭の中に潜んでいる火災の原因となるリスクについて説明を行
うなど、住宅防火に必要な対策をアドバイスします。

住宅火災の死者は10人
で、７人が逃げ遅れ、
２人が着衣着火、１人
が避難後に再び自宅に
戻り、お亡くなりに
なっています。

訪問対象

訪問時間

実施内容

区内の高齢者世帯

平日の午前10時～午後４時
１軒当たり10分～15分程度

火災予防のポイントを話します。

訪問する消防職員は、制服又は活動服を着用し、
職員証を携帯します。

青葉消防署総務・予防課予防係予防担当

電話/FAX  045-974-0119
E-mail sy-aoba-yobo@city.yokohama.jp

横浜市消防局
マスコットキャラクター

ハマくん

申込先

無料です

平日の午前10時～午後４時にお願いします。
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市内の住宅火災における死者の内訳

65歳未満 65歳以上 高齢者の割合 令和４年は、住宅火災にお
ける高齢者の死者の割合が

90％となっています。

（放火自殺を除く）
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